
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人権」に関する絵画・ポスター作品より選考 
（※ 在籍校 及び 在籍学年については、令和３年度時点のものです） 
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人権が尊重される明るい社会 



  

  

  

令和３年１２月４日（土）、青少年研修センターで「第１７回ヒューマンフェスタ in 亀山」を開

催しました。新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から会場を分散しての開催となりまし

たが、約１１０名の方にご参加いただき、人権について普段思っていることを、活発に話し合いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 主催者あいさつの後、実行委員会事務局から、２０１６年に施

行された「差別解消三法（障害者差別解消法・ヘイトスピーチ解

消法・部落差別解消推進法）」についての説明を行い、参加者は法

律の内容や法律があることの意味などについて考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分科会では、まず、人権活動に取り組む市民団体や人権教育に携わる教職員、支援に関わる市職

員、社会福祉協議会職員などから現状を聞きました。参加者からはそれぞれ、「私たちの身近なと

ころに差別はないのか考えてみる必要がある」、「困っている人たちの中には、周りとつながれない

人もいるので、そのような人たちとどうつながるかが一番重要である」、「子どもたちが、差別に対

してはっきりと『おかしい』と言えるように、大人が差別を許さない姿勢を見せなければ」などの

意見があり、様々な視点で話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 

全体会 

分科会 

法律の認知度 
  障害者差別解消法    ５７．３％ 

  ヘイトスピーチ解消法  ４１．２％ 

  部落差別解消推進法   ５３．０％ 

（人権問題に関する三重県民意識調査：令和元年度） 

全体会終盤には、

市内の有志 

「Ｔ＆Ｅ」に 

よる演奏も 

ありました。 

第１分科会「高齢者・障がい者・ひきこもりなど、地域で支え合う社会づくり」 

第２分科会「外国の人たちと共に生きる」 

第３分科会「子どもから学ぶ差別のない地域づくり」 

    

来場者アンケートの感想の紹介 
◇子どもへの、現在の学習の仕方が知れてよかったです。私たちの時にはなかったことなので、きっと子
どもたちの方が詳しいし、偏見も持たずに教えてくれることだろうと思いましたので、子どもから教わ
りながら一緒に学んでいきたいです。 
◇いろいろな立場の方からお話をうかがえたので、明日から「自分でも一歩踏み出す勇気」をもち、困っ
ている方へ自分から声をかけていけるよう努めていきたいです。 
◇外国人の方の切実な困り感を聞き、私自身も何か支援に携われたらと感じた。また、このことを周知で
きるよう、広げていきたいと思った。 



水平社宣言 

「綱領」と「宣言」 

➡ 現状・実態を知る！ 

人権教育は、学校だけでなく、行政・市民団体・地域住民それぞれにできることがある。 

人と人とのつながりを大切にし、差別をなくすよう行動しよう！ 

 

 

 

 

 この言葉は、１００年前の大正１１（１９２２）年３月３日、京都の岡崎公会堂で行われた全国

水平社創立大会で採択された宣言文の最後の一節です。日本で最初の人権宣言とされる「全国水平

社宣言」には、長い歴史の中で不当な差別を受けてきた被差別部落の人々の痛切な思いと、すべて

の人があらゆる差別を受けることなく人間らしく暮らしていける社会の実現を願う気持ちが込め

られています。この宣言は、その後、部落解放運動だけでなく、さまざまな人権運動にも影響を与

えてきました。 

「部落差別」の他にも、インターネットやＳＮＳによる誹謗中傷や、新型コロナウイルス感染症

に関連する人権侵害、障がい者・外国人・性的少数者に対する差別・偏見など、今もなお多くの人

権問題があります。全国水平社創立１００周年を迎えた今、こうした差別の連鎖を断ち切るために

何ができるか、ぜひ考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全体会は令和３年１０月１６日（土）に「イスのサンケイ

ホール鈴鹿」において行われ、鈴鹿市・亀山市の教職員・市

職員・地域住民・人権に関わる市民団体等が一堂に会し、人

権に関する取組を報告しました。 

 

 

 

 

☆人権ベースの「ひと」「まち」を創る（地元報告より） 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

部落差別とは・・・ 

 部落差別は、日本社会の歴史的過程で形づくられた身分制度に起因する差別

によって、日本国民の一部の人々が、長い間、経済的、社会的、文化的に低い

状態におかれることを強いられてきた、日本固有の重大な人権問題です。就職

や結婚における差別、差別落書きやインターネット上での不当な差別的取り扱

いなど、部落差別は今もなお起きています。 

 

水平社博物館 HP 

柳原銀行記念資料館 蔵 

大会テーマ 
 「差別の現実から深く学び、生活を高め、未来を
保障する『教育』を確立しよう。」 

人権教育・人権啓発に関わる、学校・行政・市民

団体などの取組や「つながり」を問い直す必要が

ある！  そのために・・・ 

・様々な被差別の立場にある方の声を聞く。 
・人権活動に取り組む人々の声を聞く。 
・自らの行動や取組を振り返る。 など 

私たち一人ひとりの行動が差別をなくすことにつながります。人権が尊重され、みんなが安

心して暮らせる社会を目指して、自分に何ができるか、少し立ち止まって考えてみませんか。 



 

 

 

 

 

亀山市では、人権に関する相談窓口として、人権擁護委員による人権相談、女性相談員による女

性相談、社会福祉士等による障がい者相談などの内容に応じたものがあります。（日程については、

広報かめやま毎月 16 日号をご覧ください。）皆様からお聞きした秘密は厳守します。なお、それぞ

れの相談窓口を担当している課・グループでも相談は受け付けていますので、人権に関するお困り

ごとがございましたら直接窓口にお越しいただくか、お電話にて承ります。 

その他、法務省人権擁護局では、電話相談やインターネット人権相談、SOS ミニレター・メール

（小中学生用）も行っています。困ったときは、一人で悩まず、ご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀山市 生活文化部 文化スポーツ課 文化共生Ｇ 

〒519-1192 亀山市関町木崎 919 番地 1 

Tel 0595-96-1223 FAX 0595-96-2414 

E-mail:bunkakyosei@city.kameyama.mie.jp 

亀山市人権施策基本方針の基本理念 

みがこう、人権感覚  広げよう、人権の視点 

めざそう、一人ひとりの人権が尊重されるまち 

亀山市の人権擁護委員（敬称略） 

上原 つゆ子   須川 幸弘   宮﨑 司   草川 美幸   井上 恭司 

服部 洋子    表  典子   櫻井 好基  落合 英治  （令和４年４月現在） 

法務省の各種相談窓口 

・みんなの人権１１０番 0570-003-110   ・子どもの人権１１０番 0120-007-110 

・女性の人権ホットライン 0570-070-810  ・外国人人権相談ダイヤル 0570-090-911 

・子ども SOS-e メール https://www.jinken.go.jp/kodomo 

令和３年度も市内小・中学校生からたくさんご応募いた

だきました。人権メッセージが込められた作品は、人権週

間（12月 4 日～10 日）中、市役所玄関に設置のデジタル

サイネージを活用し、展示しました。たくさんの方に見て

いただくことができ、大変有意義なものとなりました。 

また、現在、市ホームページからもご応

募いただいた全作品をご覧いただけます。

次回もたくさんのご応募をお待ちしてい

ます。 

（亀山市HP人権ポスター掲載ページは右

の二次元コードからご覧ください） 

令和３年度「人権」に関する絵画・ポスター募集へのご応募ありがとうございました。 

亀山市の各種相談窓口 

・人権相談  ・法律相談  ・働くひとの相談窓口 

・行政相談  ・女性相談  ・子どもの相談  など 

亀山市ＨＰ各種 
相談窓口一覧は、 
右の二次元コード 

からご覧ください。 

 


